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〝早く元の生活にもどれるように役立ててください〟 

これまでに、県内外から１２０万円超す募金寄せられる 

 

 

「鳥取地震の募金を少額ですがしたいと思います」。２５日、兵庫県尼崎市に住む男性からメ

ールが届き、募金一万円がよせられました。被災から二ヶ月がたちましたが、これまでに県内外

から 120万円を超す募金がよせられました。あらためて、感謝申し上げますとともに、現時点（１

２月２７日）の会計報告をさせていただきます。 

おもな支出は、被災した１市３町（倉吉市、湯梨浜町、北栄町、三朝町）への寄付金と、二回

にわたり発行した鳥取民報号外の印刷費と折り込み費用です。被災者の生活再建は長期にわたる

ものと思います。お預かりした募金は、被災者の一日も早い生活再建のために役立てたいと思い

ます。ひきつづきご支援、ご協力くださいますようお願いします。 

 「中央委員会から見舞金をいただきました」「全国の党員のみなさんの拠出金と知り、こ

れからは、私も毎月納入したい」。いま、鳥取中部地震で被災した党員（全県で２９名）に

日本共産党の「救援・救済制度」の見舞金が届くなかで、感謝と、制度へのあらたな協力が

広がっています。 

救援・救済基金から被災者に見舞金届く 

 三朝町のMさん（全盲）は、「昨日（２

４日）、塚田地区委員長と市谷県議が見舞

金を届けてくれました。地震にあうし、安

倍はやりたい放題だし、正直、落ち込んで

いました。しかし、見舞金をいただき、話

聴いて、またがんばろうと思いました」と

話し、今後、毎月、救援・救済募金に協力

することになりました。 


